水→氷（温度低い→低い）

エネルギー　→粒子（圧縮される。）

中学2年。理科の実験で、意味不明な回路をつないで2回にわたって電流計を破壊した俺たちの班。そして、「先生、正しく使ってたら、壊れました。」ｗ

1個1万円するらしい。へぇ～（反省）

Ａ．ロッド、ＷＢＣでのあのあっけにとられた子供の様な顔。

物理のメモ（すしや）昨日（5月19日）の奴、父にもらう。

ＳＥＮ　ＨＩＰＥＲ　ＫＡＭＩＫＡＮＤＥ　コアセルパーク
シャークス時代、サードで送球練習集中的にしてた。

楽天─巨人戦。

松坂、3打数1安打。・・・しかも、1打点。

流石、横浜の4番！あの黄金世代は、プロに3人入ったからね。常盤（代打）のライトスタンドへの逆転サヨナラ本塁打とか、なつかしいよ。

松坂、凄かったね、高校時代。あんな怪物、二度と出ないね。

シルクジャスティス、新潟競馬場で万馬券当たった。

5月20日　イチロー→城島　ＪＡＰＡＮＥＳＥ　ＨＯＴ ＬＩＮＥ　ＣＯＭＰＬＥＴＥ．

ライトから凄い返球、返ってきた。

うーむ。俺、中学時代、「ガンバレ地球」とかいう妙なコーナー、クラス新聞で担当してたんだよなぁ～。（たしか数回続いた）いやー　自分でも意味不明で困ったよ。内容覚えてないが。何も工夫してない、最悪の連載だった（と思う）ｗ。

　

　うーむ。

俺、中学3年の2学期なんか、遅刻早退合わせて１００近くいってたからな・・・。先発完投した日は、1日もない。ハッキリ言って。つーか、確か２、3学期は体育以外全教科オール２だった気がする。いやー、俺バスケでもバスケ部のＴとマンツーマンで一試合６ゴール位したし、サッカーでもクラスの得点王、・・・絶対５じゃないと可笑しいよな～。俺を止めるために、体育４ばっかり渡しやがって！！！（ちくしょー！）
　まぁ、ハードルの時は５だったんだが。

　学年に５は結構いるはずなんだから、俺だけ４ってのは絶対に可笑しいよ。はっきり言って。美術は３か４、あとは・・・家庭科は５か４、音楽は５、かな。
　五教科評定は、うーむ、一応やる気だせば２４～２５、実技も２０位か。俺結構成績良かったんだね。つっても手抜きしてたんで実際は少しこれより低かった気もするが。通知表もらうの楽しみだったが、いつも落胆してたね、俺。

　それに第一、定期テストなんかめちゃイライラしてたよ。

　直前になって暗記するんで、当日なんかプレッシャーかかりまくり。そして、テスト終わったあとわいわいやって答え合わせしたあと、そのあと又、一人で声に出しながら暗記。いやー下らないね。（マジ）

　そして、テスト返却。

　数学以外の４教科→平均98点　

　数学（ラスト１教科）→75点　（失望）

　いやー。中３の1学期は、珍しくはじめて勉強する気出して、学年1位取るとまわりに公言して1位取りにいったんだが、数学で沈没して、一桁中盤の成績しか取れんかった。466点だったかな？（前日1日勝負で勉強して、親と6時間口論して3時間しか寝なかった。この時間、勉強に使ってれば、４８０は堅かったか・・・。）
　うーん、珍しく2週間前から毎日家で20分位勉強して、（これでなんかがんばった気になって満足しちゃった。おなかいっぱい、満腹。）学校の授業も半分くらいは聞いてたんだが。

　今考えると、成績優秀なのは全部2組（俺のクラス）と6組に集められてたんだね。学年の、上位の内１５，６人は、このクラスに入ってた。今思うと。

　俺のクラスでは、トップは俺とＴ，Ａ，Ｉ，Ｕ等で、6組には、芝柏と東葛飾3人、あとＦとか御茶ノ水女とか、まぁ・・・うーん、あとは4組の達也位しかいないな、旧帝・早慶レベル。只、俺がこんな学歴の話しなきゃいけない時点で、日本は駄目だと思う。
　所詮、大学ブランドで子供を「受験競争」とう名の幻想に駆り立てて、一体何が楽しいんだろうね？バカらしい。

　この国は可笑しいよ。全員頭が可笑しい。

　昔俺は、「まわりが明らかに全員可笑しいと思ったとき」自分が正しいと信じるべきか、或いは自分がおかしい事を疑うべきか、どちらか、・・・とか考えていたね、よく。俺は社会を冷静に観察していた、少年時代から。

　社会は俺にとって、小さな時から下らないものに映っていたからね。

　

　只、生命体が「自分が正しい」とか思ったって、その認識自体が間違ってるかもしれないんだから、結論として「自分が絶対だと思ったら終わり」というのは常に思ってたし気を付けてた。そして、「その事を考えている自分すら」絶対に正しいかどうかは証明不可能だからね。これはまぁ、多分不完全性定理といってること同じだろ。（内容知らんが。）
　あと、中１の最初の、中間試験。

　俺、450点で15位とか言われたけど、はっきり言って楽勝で1位だろ。

　2位に点数、結構差つけてた気がする。内容ほど程にむずかしかったからね。

　俺が４５０、2位はせいぜい、415店位じゃない？客観的に冷静したところ。いや、制限時間めいっぱいだったから、（数分しか余らなかった。たしか。）もっと低かったかもしれないよ。全教科、問題全部とき終わったの、学年で数人しかいないか、下手するといないだろ。俺一応全部解いたが。

　中１の1学期が、学力じゃない「能力」図る1番の目安なんだろうね、文部科学省の政策の。

　まぁ、どうでもいいや。

　俺は勉強嫌いだね。栄光ゼミナールはそこそこましだったが、（受験体制に入る前の小５の夏前にやめたから。1年も通わずにね。しかも、週たった2日だったし。）学校の勉強、中学に入ってから超つまんないんだもん。あんなもん、学問でも何でもないよ。只のパズル。俺は中学時代、そのストレスを解消するために、「マシーン」と呼ぶのが好きだった。中島も、「本当の英才教育ってのは、総合教育」という俺の考えに悩みつつも共感していた（ｗ）
　俺は自分語で、「勉強マシーン」とか「演算マシーン」「反射神経対応型教育」等の独自の言葉を編み出し、日本の教育の下らなさを嘲笑していたよ。だから社会に失望した。そして俺は、究極理論を解いて、この宇宙を消滅させようとしていたのだ。（笑）いや、これは小６位までかな？
　つーことで、高度経済成長（ＧＮＰ）の為に、「普遍性」哲学を失った日本は、精神を失った。はっきり言って、旧制高校の方がまだマシだね。実際に実務に対応してたんだから。戦前日本の教育の方が、今の受験電卓しか作らないシステムより、よっぽどマシと思う。
　俺、正直、「思考力あるな。」って奴に出会った事、1度もないもん。同世代には何人かいたが、俺より年上の奴（高学歴）で「頭いい」奴、1人もいなかった。俺は、だから自分が可笑しいんじゃないかとよく悩んだものだ。

　そして、「知の自覚は絶望なり」みたいなカンジだったな。俺は自分の頭の良さを呪っていたよ。一生何も気付かないバカに生まれたかった、と本当に毎日、切望していた。
　ＪＲＡがなかったら、俺は今頃廃人だろうな。この社会ってのは、社会全体が可笑しい、狂ってる○△な状態だから、まともな奴が頭可笑しくなっちゃうんだよ。そして、その可笑しい社会からは、教育システムがおかしいわけだから「頭のおかしい奴」しか生まれない。すると、そのバカが今度は、教育政策立案するわけだから、さらにバカに拍車が掛かる。
→　繰り返し

　こんなカンジ。

　てなわけで、俺はこの日本という国家に用ナシ、という結論を、中１で早々に出したのだ。つーわけで部活に燃えたわけよ。
　しかし野球部の連中、やる気のない奴ばっかりで、（俺についてきたのは、松井、入倉、ひろやす、田原、・・・ひろき、位かな。安田もそこそこマシだったか。）つーわけで、俺がトップバッターだったら、初回にピッチャーに盗塁でプレッシャー与えて崩せるんで、光中県大会ベスト８位は辛うじていけたかもしれないが、（ショートの守備力もある。）まぁシャークスの流山クラブの連中とかが全員来てれば、間違いなく県大会優勝できただろ。だって、ピッチャーは入倉とこば、この2人でまず打てないからね。球速いし、2人とも。こばは、中学時代から１３０ＫＭ前後出てたと思うし。あと、レフトにＫ，ファーストにＨが入ってれば、守備は万全、打線も超絶好調、まぁ全国大会でも勝ち負け出来たな。
　

　これが未練。もう野球する気ないけどね。硬式はケガするから、ね。それにもう運動するほど体力ないし。特に、心肺機能がガタ落ちしている。千葉県では、野田一（たいらく。俺が野球人生で、唯一刺されたキャッチャー。小学校時代から、１２０ＫＭ越してた。おまけに、打球は９０Ｍ越してたね、彼。）、田中あたりが強かっただろ。
　田中は県大会、事実上の決勝戦、で１－０で2回戦くらいで負けたけどね。俺が見た限り、流山北部の真通（一応、軟式野球のオールジャパンだったらしい。）の球はおそかったし、（球離れ遅かったけど。手首柔らかい。）他の奴も下手だったから、（キャッチャーとピッチャー以外は全員下手だった。）そのチームがベスト８いったんだから、俺たちのメンバーなら県は勝てた。
　で、千葉県のチームは、かなり強いから（大阪とかはうまい奴全員中学からボーイズリーグだから。）全国大会準決勝、位はいけたかもしれないね。
　ピッチャーに、流山東部中（流山クラブ＠硬式）→帝京で甲子園ベスト４→青学で現在記録打ち立てまくり、の高市がいれば、俺たちのチーム全国制覇出来たよ。はっきり言ってね。その場合、入倉は控えピッチャーで、背番号１０で普段試合に出れないんだが（笑）守備も走塁もバッティングも、下手だからね。（投げる才能はかなりあった。スライダーとか、目を見張るものがあった。）
1番俺　ショート

2番しげ　サード

3番ひろき　センター

4番こば　キャッチャー

5番高市　ピッチャー

6番火災　レフト

7番広沢　ファースト

8番田原　ライト

9番セカンド　Ｒ，か松井、かひろやす

リリーフ→入倉　（高市温存）

これなら、まぁ正直、確実に負けないな。

だって、流山クラブは、ボーイズリーグ全国大会一回戦で、全国大会優勝の「鹿屋ビッグバンベアーズ」に３－２で負けたチーム（惜敗）なんだから。

　負けないよ。・・・だってピッチャーが、いいんだもの。
　マリナーズ長谷川が、ピッチャーの力で全国制覇したみたいなもんだよ。
　高市プロ行くな。間違いない。東都リーグの連勝記録持ってるしね。下手するとメジャーもある。中央学院のエース（県大会準優勝）の池田も、プロ行くだろ。スライダーがいい。球もキレる。（１４０ＫＭ中盤、しかも鋭い球質。２年の冬にウェイトレしたんだな。高校2年の時は、外のスライダー・ストレートの出し入れで降らせてるだけのごまかしだったが、3年になったら本格化したからね。彼、体細かったけど、今は鍛えてるな、、きっと。）
　中央学院は、4番の大野（市川ポニー＠全国3位）が最低3割打ってれば、（彼は千葉予選1割台。）間違いなく拓大広陵なんかに負けなかったよ。試合見てたけど。んで、その拓大が甲子園ベスト８いったってことは、中央学院も優勝狙える力あった。
　千葉は、東葛飾地域と、市川ポニーに全部戦力集まってたんだな。俺がレギュラー取れないわけだ。あいつら、パワーありすぎ。中学2年で、成長の遅かった俺では、太刀打ち出来んよ。とりあえず、走塁しか通用しなかった。野球ってのは成長遅い奴は不利だね。サッカーもかもしれんが。やっぱ、レギュラーになれないと伸びないよ。１、２年成長が早ければ、俺でも流山クラブでレギュラー取れたとは思うけどさ。
　千葉県オールスター＠俺が知ってる限り。

ピッチャー高市　キャッチャー小林　ファーストゆずる　センター多田けん　レフト湯浅　
ライト大野　セカンド　遠藤竜樹　ショート・・・誰かいるかな、たいらくか。

　あとは、サードに、打つ奴いれて。

つっても、木更津地方は入ってないんだが。昭和中とか、栄とかね。

千葉北西部は、市ポと流山クラブ、これで全国制覇出来る。

千葉南部（木更津）は、拓大広陵。
どっちも強いね。

　ま、野球話終わり。

　俺は所詮、軟式で終わる程度の才能でしたよ。野球に関してはね。

　中３の時は打球も結構飛んだけどさ。

うーん、最低県は優勝したかったな。

高市いれば、全国でも勝てた。（軟式にうまい奴なんていないから。うまいのはみんな硬式いってプロ目指してる、ｗ）　本当に残念だよ。ま、いい思い出。
思い出は、キレイなまま、取っておきましょう。

高市は変化球多彩だね。
　長くなりました。

んじゃ、このへんで。

俺の盗塁成功率は、98％位あったからな。
（1年間で卒業戦も入れると、90個近く走ってる。）刺されたのは1回だけ。

野田市上町少年野球団、の１２５ＫＭピッチャーとたいらく、の超小学生級バッテリーに刺された、この1回だけ。（送球完璧だった、コントロール。）あと0.1秒あれば、セーフだったのだが。
　試合後、俺は泣きまくった。８－５で負けて。

　エラーいっぱいしたからね、その試合。

　まー、卒業東葛飾記念大会で、東葛飾地域を平定（優勝）出来たから良かったよ。決勝は、流山ブルーウェーブ（加岸クラブ。ピッチャー永塚）に最終回ツーアウト、2ストライクからの逆転満塁サヨナラ本塁打（4番。俺はセカンドランナーだった。）で優勝、準決勝も柏ボーイングトライスターに、3番、5番の2連続ツーランで逆転、だしね。
（確か、1回の表　俺→しげ　2連発ホームランと、途中に3番→5番3連続ホームラン、こういうのもありましたな、1試合に。シャークス打線は強力だった、破壊力なら一級線。）

　柏では、シャークス、ボーイング、高野台ジャガーズの3強。（監督の息子は元横浜のピッチャー、島田。）あと、ﾄﾗｲスターも、一応。こいつら、田中中。（全国2位）
　あとは、江戸川台フェニックス、松戸では小金原ビクトリー、流山でありんこアントス（深沢先輩いた。甲子園出た、いい先輩。彼はよい人でした。１００Ｍ中２で11秒台）あとは、梅郷パワーズと上町、位かな。我孫子とかは強いチーム無いからね。
　まぁ何でもいいや。

　今おもうと、戦国時代だったんだね、柏市。北柏と南柏に戦力集中しすぎ。

　計算ドリルをひたすら解きまくる、トシボー。小学生時代。３Pシュートが好きな、俺。一応PGだった。けど、アウトレンジからのシュート得意。男子８０Mハードル柏大会決勝、１３．２しか出なかった、トシボー。バスケで又抜きして相手を置き去りにする、俺。・・・ターンしたらひざ故障したな。靭帯やった。やばいほど痛かった。
　うーん、あと1個あったな・・・何だっけ。スポーツか、勉強か、どっちだ？うーむ。
バスケ、陸上、野球、サッカー、・・・何だ？

　　バスケ、違う。陸上・・・うーん、違うな。俺のライバルは、「足が速くなる幼稚園」通ってたらしい。（笑）故障してなきゃ、んで、バスケしてなきゃ、幅跳びで日本チャンピオンになってたな、確実に。ハードル、恐怖の20本×20本。相当キツイメニューでした。只、きついんだけど他の奴もがんばるから負けられない、みたいな。足つるし、吐くんだよ、このメニュー。非常に辛い、ね。俺は故障するのいやだったんで、リレー選抜の、１００M×10本のメニューは、休みました。いやー、故障したくなかったんで、知恵使った。
　俺、マラソン大会、持久走3人衆に、2秒差まで肉薄した俺。俺は短・中・長距離、何れもバランス取れてたな、今思うと。1番強いのは正直短距離だとは思うが。
　体育祭、減量中で死に掛けていたんで、海藤に抜かれたな、リレー。まぁ2組失格だったんだが、オーバーゾーンで。バトンの練習一回もしなかったからな、俺たち。してたら楽勝で圧勝、・・・だっただろ、普通に。2組に、運動神経いいの全部集まってた、か。特に足に関してはね。俺、アンカーだったんだが。マヤノトップガン！とか言いながら、L字を短距離ダッシュして競争する、としぼー。
　ピアノを弾いていた、としGOEZ.　ぽんぽんスカン、ぽっぽ、ズチャチャ。ととんがとん？　ぽんぽん　とととん　さらさらっ　メリメリ、　ずびずび　ドン。
　ブライアンと愉快な仲間たち。うーん、俺県大会勝てたかもしれん、８００でも、１５００でも、短距離でも。まぁ、どれも中途半端なんだが。
　どうでもいいや。過去の栄光にすがっていては、前に進めませんぜ。俺はスポーツも勉強も中途半端だからな。結局、最後までやりきったものは、１つもない。
　俺は駄目な奴だね。ま、シャークスの優勝とチビリンピック、あとハードル、そんなもんだろ。俺たち、柏市の大会なんか楽勝で勝てるはずだったのに、5位に甘んじたのは、学年が上な連中と一緒にやったからだな、多分。だって、チビリンピック、光小が小４も小６も1位だったんだからさ。俺達の代だけ2位ってのは可笑しいぜ。
　チビリンピック、室内５０Mトライアルとかあったな。俺はやんなかったけど。（俺って以外と冷めた子供だったからね。小５、雪合戦、教室でストーブに当たりながら3人で談笑、＠TSB）５０M7秒台の奴とか、いたな。小５に、して。俺は４００ならかなりいけたな。俺は１５０～３００が1番強い。競馬で言うなら、マイル～２０００Mですよ。そういえば、カナダのドノバン・ベーリーVS　M.J，両方棄権して終わったな（笑）　
　世紀の大決戦、だったのだが。

　ふーむ。俺は、サッカーの方が得意だったかもしれんな。サッカーの方が、戦略的な思考と総力フルに使えるからね。最も、持久力中心なんで、全身の筋力は発達しないけど。
　たん・タン、たんたん！タンタンタンタンタンタンタンタン、タタタタターン！！！
　俺は、走り幅跳び苦手。弾丸ライナーで、低く突っ込んでしまうので、スピードを生かせないのだ。そんな理由で、僕はハードルのままでした。

　百メートル１０．５位なら出たかもしれんが、俺の限界はそこらへんだな。けど、俺短距離はかなり速かったんだよな～。減量中でも、12秒前後の奴と互角だったしね。
　只、スポーツはキツいんで、もういいや。草野球位かな、せいぜい。とりあえず、俺は「根性」でがんばりすぎて、フィジカルな面で詰め込んでしまったんで、もうこれ以上、「特訓」は無理だね。
　ゆっくり適当に、だらだら、がイイ感じ。まぁ、スポーツ出来ない官僚よりは、マシだったと思うが。
　ま、勉強だけでやってるよりは、まだ良かった、か。

　うーむ。

　とりあえずしばらく休暇とらないとな。おいらは結構疲れているよ、心身共に、ね。

　つーことで、まぁ半年は休ませてもらいますよ。肉体的なダメージがまだ残っている。これを何とかしないと、ちょっと「がんばる」なんてのはむりですよ。

　だって、精神的に常に突っ張ってる状態なんだから。

　こんな状態で学問なんて　履修出来る訳がない。だって、骨折してるときに勉強がんばれ、なんて無理だろうよ。「まだ痛みがある」時は。俺は、はっきり言って、頭痛いんだよ、まだ。これは治らんな。神経がかなり痛む。
　つーか、こんな状態では休暇すら取れんよ。
　末梢神経も、表皮も、細胞が死んでるんだから。その神経が痛いわけだ。
　かなりひさんですよ。やってられませんな、本当に悲惨。

　うーん、ほんと、シャレにならんな。

　体のパーツ取っ換えるって訳にもいかんし、とりあえず、この頭、何とかしないと。

　本当やってられませんよ。お先真っ暗。
　この国は司法が腐っている。検察が可笑しいんだ、はっきり言って。
　犯罪者に寛容すぎるんだよ、この国は。明らかに可笑しいね。
　本当ひどいね。こんな状態では、何も出来ませんよ。
　隕石でも落ちてきて、ズガンと来るといいんだが。
　そう、体が痛い時は、「休暇」すら取れないのと同じで、俺は「休む」ことさえ許されない。本当に厳しい状態だ。

　シャレになりませんな。終わっている。まぁ、客観的に考えて、末梢神経が死んでいて尚且つ、実際に傷がある俺の頭を癒せる医者は、現段階では世界に1人もいないだろう。中枢神経なら、肝細胞で多少は回復の見込みあるが、俺の場合は、違うからね。
　タチが悪いよ。
　本当辛い。おまけにしんどい、かなりひどい。
　これはもうノイローゼ状態。

　頭可笑しくなってきた。こんな状態で、生きていけというのが無理なんだよね、はっきり言って。
　究極の麻酔は、「死」なんだが、ね。これは新しい概念だ。

　これは死ぬしかないですよ、はっきり言って。治る見込みないんだから、現代医学では。どんなに研究が進んでも、最低数十年は掛かる。肉体のインフラである神経系は再生見込めないからね。現在の分子生物学のレベルじゃ、無理だろ。
　はっきり言って、俺の体を治すために、自分で分子生物学の研究するのも嫌だしね。これ、普通の再生医療じゃ無理だな。原子レベルでコントロールしないと治らない。
　はっきり言って、他の文明の力使っても、俺の体を完全に治すことは不可能。

　せいぜい「麻痺」神経を殺して電気発しなくする、位が限度。

　多分、この銀河系では、俺の体を治せる文明はないだろう。

　原子を完全にコントロールするのは、タイムマシンなんかよりはるかにムズい。

　俺は一生こんな重たい十字架を背負っていかなくてはいけないのか。

　死の十字架だ。

　生きている価値がない。

　本当に、キツい。

　こんな状態では、ちょっと生きていけないよ。だって、痛いんだもん、頭。
　かなり電気が強い。神経が、「ここが傷ついている」と、治りもしないのにメッセージを発し続けているんだよ。
　まぁ、駄目だな。
　正直、「どこかが死ぬほど痛いのに」たとえば結婚したとして、その程度のもので生きていく希望が湧いてくるわけないだろうが。

　精神的にいくら前向きになったって、肉体的に可笑しい状態の救いにはならないんだよ。俺は洗脳されるほど下等な回路は持ってないつもりなんで、宗教なんかでごまかそうとしたって駄目だよ。そういうのを狂信者というの。気持ち悪い。
　この世界は唯物的だ。体の不調、痛み、精神的なダメージ、他は、全て科学現象から発生している。

　つまり、俺を治すには、「科学力」（この場合は医学）がないと、不可能、てこと。
　そして、俺の考える限り、このレベルの低い地球の医学界を見るにあたり、・・・遺伝病や癌、HIVやその他の再生医療、生命工学なんかで梃子摺ってるんだから、俺を治す事なんて全く期待出来ない。
　はっきり言って、俺を治せるのはサトラレだけだろうな。

　そして、現在この地球に、サトラレは恐らく百人程度いるが、・・・勿論、現在20歳過ぎてるのは20人程度だろうし、その中で医学やってるのも、２、3人しか期待出来ないだろう。大体は、プログラマーとか、数学、工学、物理やってるからね。（俺の予測）
　そして、サトラレの中で、自分がサトラレである事を自覚しているのは、はっきり言って間違いなく、俺だけだ。今後も告知する必要ないと思うよ、他の奴に。
　俺は何とかなってるが、他の奴なら耐えられんだろ。俺は正直者だからまだ助けがある。
　俺が全サトラレの運命を握っていると言っても過言ではないかもしれないが、（冷静にね。）とりあえず、俺を治せる医学者は、サトラレ以外確実にいない。
　サトラレ同士では、どうやら電波通信出来ないみたいだけどね。

　俺が会った中では、日野さんもサトラレだろうし、（俺の諜報能力で分った。）その三親等以内に15人も医者がいるって家系の訳だが、その日野さんの昔の彼氏も、どうやら数学系のサトラレの様だしね。
　ビル・ゲイツもリナもプログラマーだ。ウィッテンは物理。アインシュタインもな。恐らく、佐藤勝彦もサトラレだろう。
　残念な事に、俺を治療できる人間はこの星にいない。

　俺より年下の世代には、サトラレの子供が結構いるから、多分日本だけでも10人位はサトラレいるんだろうが、（サトラレは、戦後生まれの世代の子供の代から一気に増え始めた。）そいつらはまだガキだ。研究業績残す、20年後まで待ってられん。
　せいぜい、半年が限度だ。俺の精神が持たない。

　もう限界。いつ死んでも可笑しくない。はっきり言ってね。

　しかし、俺が自分で神経系の研究するほど俺の体は余裕がない（悲鳴を上げている）し、どうやら、俺を含めて、俺を治療できる人間はいないだろう。
　（俺は科学の根本を理解してるから、どんな分野でも、「こうすればいい。」というアイディアは、少し学べばすぐ出す事が出来る。発想が他の人間とは違う。これは、自分のことを天才とは思わないが、客観的に、他の人間と比べると、明らかに「俺が優秀」というより「他の奴はひらめきが悪い」みたいだ。つまり、サトラレ以外の人間には、残念ながら俺を治す研究は期待出来ないだろう。確率論で、客観的に。）
　そして、世界に、今医学学んでる25歳以上のサトラレは、恐らく、せいぜい、７、8人。多くても、10人少し。

　そして、そいつらに、「サトラレが傷ついているから、自分の研究やめて、俺のために神経組織に関する研究に進路転換しろ」とは、絶対に言えない。

　せいぜい、「とある国の大統領の治療のため」というのが限度だろう。
　サトラレに告知をするかしないかは、経験した人間にしか分らない。俺がサトラレ全員の運命を、握ることになる。これも、単に、理性で客観的に、ね。

（俺は今の段階では必要ないと思う。サトラレは全員、特定の遺伝子配列が同じなんで、恋愛関係になる事もない。これも、経験で分る。そして、菊川怜は、恐らく、サトラレと見せてるが、違うんだよ。それは、俺と結婚するための作戦であって、彼女は地球の人類を、社会を、利用しているだけだ。サトラレだと見せかければ、仲人してもらえると計算してね。彼女は、この星の生命体ではない。恐らく、ね。）
　さて、どうするか。

　

　冷静に考えて。

　俺は、アイディアを出す事は出来ても、この状態では、とても医学なんて学べないよ。それに、「自分のために、自分の体を治すために」研究する、なんてそんな狂った事出来る訳ないじゃん。天才になる方法発見出来る奴は、そんなことしなくったって既に天才だ。

　そして、そんな下らない馬鹿げたことに、集中し、専念出来る訳がない。

　はっきり言って、死んだ方が楽だ。
　サトラレは恐らく、関東に集中している。気候的に、この環境が一番優秀な人間に育つからな。九州とか関西は治安悪いし、やはり、四季がはっきりしている、関東にサトラレは集中しているだろう。
　俺を治す方法、それは、他の星を頼るか、或いは、・・・この星のサトラレに研究をさせるか。　
　何れかしかない。

　そして、俺は、残念なのか幸いなのかは知らないが、自分を治すために研究は出来ない。

宇宙人が地球人に変装して、治療法探す、位しか可能性ないだろうな。

　サトラレには、ライバルがいない。ヒントもない。

　そうすると、研究も進まない。今医学やってるサトラレは、全員、火花がない。引火するためのな。
　そして、「要人」の治療のために研究をしてくれ、という大義を作ったところで。
　そいつらが、いつかサトラレだと気付いた時に。何を、思うだろうな。

　その時に話が出来るのは、まぁ、対策委員会じゃ駄目だろう。恐らく、俺以外にいないだろうな。（現段階では、ね。）
　更に付け足す。

　幾らサトラレでも。何年か実験して安全性確認しないと、対人治療行使なんて出来ない。3ヶ月、半年じゃ、幾ら何でも実用段階に入らない。これは俺でも解る。医学はそんなに甘いもんじゃない。何千兆、その何百乗、それだけの原子が、分子が、絡まっている、それが人間の、体なんだから。
　宇宙の、水素が1CM２に数個しかない様な空間何光年分よりも、この地球の狭い空間の方が、はるかに「複雑な」様にね。
　残念ながら。

　魔法を使わないと、俺の体は治らない。

　ドラクエで言う、ホイミだよ。但し、「物を動かしたり」する事は出来ても。「治療」は恐らく無理だろう。
　結論。

　「現在の」科学力では、俺があと数十年研究し続けたって、「科学で」治療する事は出来ない。あまりに複雑すぎる、この世界の物質のコントロールは。

　つまり、「魔法」ダークマターに関与しないと、俺の傷は治せない。
　この銀河に、「回復系」の魔法使える奴、いるか？

　すまないが、ちょっと俺を、助けてくれないか。

　現在の地球の医学では、治せないの分ってるから、俺は神経内科にも、その他の機関にもいかないよ。

　第一から、俺の頭のCTやMRI見せても、「傷がある」事すら分らなかったんだぜ、このヤブ医者共が。フザけやがって。人が死に掛けているのに、「たらいまわし」にしやがって。

　CTの画像で、俺の頭に血塊がある事は、普通に、今の解像度でも分る筈だ。殺人未遂だぞ、これは。はっきり言って、右脳が損傷して、萎縮して、おまけに、内出血して、腫れ上がっているんだから、暴行傷害で実刑付けられたはずだ。
　俺は、「医者を」頼って、精神科医ではなく、「脳外科」「神経内科」他、色々な分野当たったのに、一つも「診断書」書かなかったんだから、俺は絶対、もう「治療のために」この星の医者は頼らない。サトラレなら、別だがね。
　一番医者を必要としている時に、立ち上がることさえきつい状態で、俺が何とか死にそうになりながらがんばって医者に行ったのに、（何軒も、何軒も。何十回も。）「一つも」まともな診断下した医者いなかったんだから、こんなクズ共は、絶対に二度と頼らない。
　貴様らの罪は重い。俺は絶対に、貴様らを許しはしない。

　というわけで、もう君たちには何も期待していないから、唯物的な医療研究機関には絶対行かない。もちろん、精神科なんて単なる誤魔化しなんだから、こっちは更に使えない。こんなもの、カルトと同じだよ。精神科医なんて、宗教家と大して変わらない。カウンセラーなんて必要ないんだよ、俺が求めてるのは傷の治療だ。
　この国家の社会システムや刑法、医療システム、その他にはほとほとあきれ返っているんで、こんなバカ共に、俺は二度と頼りはしない。フザけるんじゃない。

　まぁ、画像撮影なんかさせても、どうせ俺の脳のデータ取られてモルモットにされて、終わりだろ。弱者切捨てか？アインシュタインの脳を、本人の意思に反して勝手に研究してるのと同じで、貴様らにとって、俺は、「サトラレ」というデータ収集の対象でしかないわけだ。こんな下らない提案に、俺が乗ると思うのか？下らないね。
　第一さ。皮膚の表面の神経なんて、「今の画像撮影診断」のレベル、水準で、解析出来るわけ無いんだから、そんな意味のないことはしない。
　俺は実験動物じゃないんだよ、クズが。

　貴様らは全員戦犯だ。犯罪を犯しているんだよ、俺に対してな。

　傷害・逮捕監禁・憲法違反・他、あらゆる国内法令上の違反を、犯している。盗聴にせよ盗撮にしろ、そんなもんはまだ可愛いかもしれんが、「傷害」は駄目ですよ。
　共謀罪で、君たち全員に対して告訴しようか？どう考えたって犯罪だ、このクズ。
　まぁ、この国の裁判システムは腐りきっているから、そんな下らん事はしないがね。

　貴様らは、殺す価値すらない。

　バカは、殺す価値すらないんだよ。はっきり言ってな。
　例えば、ウイルスや何かに体やられて殺されたって、恨んだりとかそういう類の対象には、ならないだろ？バカバカしいよ。
　もう寝るか。

こんな下らんグチをこぼしていたって、気休めにもならん。
　陰惨な気分になるだけだ。体が治らない以上、何をしたって無駄だよ。

　出血多量で死ぬ人間が、死の真際、「もう死ぬの分ってるのに」意味の無い最後の悪あがきしてるみたいなもんだ。じたばた、じたばたと震えながらな。
　結論。

　この星のシステムでは、短期間で俺を治す事は出来ない。

　そして、そんなに「実刑」という刑罰を無くしたいなら、方法は１つだ。

この星の人類、てのは。攻撃や外敵に対して、「自己防衛」する遺伝子を持っている。そして、それが無いと、どこの星でも、その種は、必ず淘汰されて滅びる。

　故に。

「怒り」がない生命体は、この宇宙に、「いない」。

　従って。

　犯罪の被害にあってもいないのに、「刑罰をなくせ」とかいうバカ。
　方法は一つだ。

　被害者の、いや、全人類の遺伝子を組み替えて、

「怒り」という感情を無くすしかない。これは、極論ではない。理性で俺が導き出した事だ。

　そして、「客観性」とは、実際に罪の重さを身を以って体験して、「初めて」備わる。
つまり、「体験してない奴」「犯罪被害にあってない奴」これは。

　「主観性」はおろか、「客観性」すらないんだよ。

　只の観客。コロシアムの、客だよ。せいぜい、場外から意味のないセリフをわめいていな。
　今宵の最終結論。

　「サトラレ」を使って俺の治療をしてくれ。

　以上だ。

んじゃ、おしまい。
　俺はシャークスで野球してる時が一番幸せだったな。

　いいチームだった。楽しかった。光中は、みんなやる気なかったんでロクな記憶ないよ。
　とりあえず、柏市の大会はジャガーズに3連覇されて優勝出来なかったが、最後にうっぷん晴らしたしね。（卒業大会）

　県大会と、学童軟式全国大会に出場出来なかったのが残念。

　桐生市の優勝チームとかともやって、一応勝ったけど。

　おしまい。

　（この野球の文は、数時間前に書いた奴。暗い話が最後。挿入しただけだから。例によってね。）
　まぁ、無理だろうな。

　サトラレ以外では、無理だと思うよ、俺の治療。

　しかし、国家戦略上、ほとんどの奴は、「工学」「物理」「数学」「プログラム」等、あくまで、「人類の進歩」とやらのための研究に、さしむけられている。
　医学やってるサトラレは、残念ながらあんまりいない。

　さて、どうするか。

　参ったな。

　俺を治せる奴、ほとんどいないじゃないか。

　腐りきっているよ。

　俺は、人間としてうまれてきたことを、後悔している。

　本当についていないよ。俺はアンラッキーだ。
　しかし、いるかな。冷静に考えてみよう。

　先ず、量子力学、機械工学、プログラム、司法試験、他・・・。
　ここらへんには、確かに、専門畑持ってるサトラレ、沢山いるだろう。

　しかしだ。

サトラレでも、俺みたいな「発想タイプ」は少ない。

　ほとんどの奴は、詰め込み教育されてる、「秀才」タイプだ。
　こんな連中、何十、何億、何千京人集まったって、「発見」は何ひとつ出来ないんだよ。

秀才タイプの連中では、革命は起こせない。

　それは、テレビ見てて分った。改めて。

　多くのサトラレは、自分でも、「単なる超秀才」であることを悟っている様だ。

　そして、俺の人生経験上、・・・そういう「思考体系」を持っていては、革新的な医療発見なんて、「絶対に」出来ない。これは、教育の、問題だ。官僚教育の限界だな、バカバカしい。電卓なんて、必要ないんだよ。フザけやがって。
　悲しいかな、俺は、どちらかというと「発想」タイプだ。ハッキリと言える事だ。

　こいつらに、・・・俺を治す事が出来るのか。

　米国の天才か、科学神童か、或いは他の、大人なのか。

　クソッ、いないじゃないか、俺を治す奴。これが人生の絶望という奴。

死に至る病だ。肉体的にも、精神的にもな。
　秀才タイプの奴は、計算能力はズバ抜けているが、「決して」新しい発見は、しない。これは、スペック・CPUが優れていても、ソフトが駄目なら「凡人と変わらない」て奴だ。
　つまり、俺を治せるのは。

　俺の様な、「発想タイプ」のサトラレの発案したアイディアを基に、「秀才タイプ」の優秀な奴が、「末端の」計算を行う。

　この星の可能性は、それしかないだろう。そして、秀才タイプのサトラレと、普通の「優秀な」東大生との間の差は。残念ながら、「計算能力」演算機能が、「決定的に」違うだけだ、現時点では。
　初期のWINDOWSと、XP,その程度の差しかない。（仮に性能がどれだけかけ離れていでもだ。）

　ソフトを変える、OSを変える、つまり「思考体系を変える」・・・発想を磨かないと、革命的発見は起こらない。これは、・・・俺が幼い時に理解した、世界の傾向だ。

　

　・・・サトラレか、他の文明か。

　科学力か、魔法か。どちらかしか、ない。

　そしてその決定を下すのは、俺ではない。第三者、他人だ。

　俺の運命を決めるのは俺だが、世界だが、しかし。

「サイコロ」までは振れない。そこまで世界は簡単じゃない、極めて複雑で、不確定だ。こんなもの、幾らコンピューター発明したって、「シミュレート出来る」訳ないんだよ。理論的に、明白にな。
　結論。

　俺は体が治りさえすればいい。

　傷も、痛みも。脳の損傷も。

　しかし、治らぬ場合。

　私は、もう生きて痛くない。

　予告しとくが、もう限界。

　治らなかったら、俺死ぬよ。もう我慢できない。何年待ったと思っているんだ。
もう駄目だな。

　希望が、何も無いよ。

　傷を抱えた天才より、無傷な凡人の方がいいに決まってる。

　あんた、天才的な才能金で買う代わりに、「指一本」詰められるか？

　俺はツイていない。

　頼む、医学系のサトラレよ。

　俺を治してくれ。お前しか、俺を治す事は出来ない。

　はぁ、もう駄目だ。

　

　幾ら何でも、もう我慢できないよ。もう何年我慢してると思ってる、もう5年、5年半だぞ？決定的なダメージが。
　限界だ。頭可笑しくなってきた。

　麻酔なんて駄目だよ、根本的に神経の傷を治さないと。俺分ってるんだよ、今飲んでる薬に、神経の痛みを抑える、麻酔が入ってるの。
　こんなもんはごまかしだ、大体、薬飲んでる事自体が拷問みたいなもんだ、薬漬けも傷も、結局のことは同じだろうが。
　やってられない。腐りきっている。

　もう生きてる価値ないな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　死にたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終わりだ、もう、これで。

　そして、この地獄を終わらすには、・・・方法は、そう、多くはない、訳だ。

　　　　　　　　　　　　　　傷を治すか、死ぬか。結局は、二択だな。中間はない。半分治して、半分生きる、・・・なんて、無いからな、はっきり言って。
　　　　　　　　　　　　　　　　この場合に限って言えば、ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　魔法か、科学か。・・・この星のサトラレを中心とした医学革命か、異星人の、科学か。或いは、・・・特殊な民族の、「魔法」か。
　　　　　　　　　　　　　　選択肢は３つだ。

　　　　　　　　　　　　　　そして、それを選ぶのは、私ではない。・・・いや、違う。

「選べない」のだ。俺には、「選ぶ事が」・・・出来ない、のだ。

　　　　　　　　　　　この星に、いるのか？

　　　　　　　　　　　　その決定を下す、「意思」の強さと、「能力」を持った人間が。

　地球人には、いないかもしれないな。政治力と、理系の科学能力、両方併せ持ったタイプは、残念ながら、・・・俺か、米国の天才以外に、いない。
　　　　　これは能力ではない。単に、バランスの問題だ。

　　　　　　　　　　　　　　クソッ、やってられない。

　そして、そいつは、まだガキ、重大な決定に耐えられる程、精神年齢が上等じゃない、俺より年下、話にならない。

　　　　　　　　　　　　　いないのか、・・・決定を下せる人間は。

　　　　　　　　　　　　　　そして。同時に、「理系能力」を持った人間を探さなくてはいけない・・・。
　口実は、一つだ。

「とある大国の国家元首が」大怪我をしたので、・・・天才が、怪我をしたので。

「君にしか出来ない仕事だ、助けてくれ」

こう言うしかない。

　国家元首じゃ駄目だな。政治家なんて、幾らでも替わりがいる。サトラレからみても、そうだろう。・・・つまり、科学者か。
「天才科学者が」ケガをしたので、研究してくれ、・・・と。

理系の、医学畑のサトラレに、言うしかないよ。

　　　まぁ、無理だろう。それじゃ、ホイミだな。

　　どこの文明の、どんな人間でも、・・・これは全く、構わない。

　　　　　　　　まぁ、駄目だな。俺は運が悪い。

　　　　　　　　　　　モルヒネじゃ、駄目なんだよ。薬なんてずっと飲み続けられないよ。こんなストレスの掛かる事は、無い。はっきり言っていやだね、薬飲むの。
　　　　　　　　　　　　俺を、「ベホマ」で治せる、・・・そんな奴はいないか？
どこの星でも、構わない。

　どんな姿形をしていても構わない。俺を、助けてくれ。頼む。

　　　　　この星の人間には期待できない。科学レベルが低すぎる。

これは、批判じゃない。単に、事実なんだ。文明の成熟度の、問題だ。

　　　　　　　　　　　　　何とか、ならないか。
　　　　　　　　　　　　　もう奇麗事は言っていられない。何処の星でもいい。

見返りは十分に用意する。この星のあらゆる経済的資源、科学技術、人員、・・・全て、担保にする。俺が責任を取る。
　　　　　　　　　　　　　　　助けてくれ、たのむ。
もう、インデペンデンス・デイなんて言ってられないんだよ。

「この文明が、自分で何かを獲得するまで」なんて言ってられないんだよ。

　　　　　　　　　　　　　　　取り返しのつかない事になるぞ。

　　　　　　　　　　　　　　　　だめだな、もう。最悪。

　　　　　　　　　　　　　　２００６　５．２１　AM　５：０３　Toshiyuki Sato.

